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	 近年，ユーザが自身の訪れたスポットに対してチェックインをする，ロケーションベー

ス SNS（LBSNS）が普及してきている．LBSNSでは，実世界での自身の移動履歴を記録

し，他のユーザと共有することができる．チェックインデータから観測可能である，人が

いつ，どこにいるのか，次にどこへ行くのかという情報は，ユーザ行動をモデリングする

上で有用である．例えば，雑貨店を訪れたユーザは，次にカフェに訪れる傾向があるとい

うことが分かれば，雑貨店にカフェの割引クーポンを置くなどのマーケティングが行える．

また，ユーザの移動軌跡を利用した行動ナビゲーションに関する研究も盛んである．  

	 本研究では，LBSNSのチェックインデータを対象として，系列マイニングの手法を適用

し，頻出する移動軌跡をスポットパスとして抽出する．これによりユーザがどのようなス

ポットを訪れ，次にどこへ向かうのか，その特徴を明らかにする．LBSNSの代表的なサー

ビスである Foursquareから実際のチェックインデータを収集し， 24時間を単位としたチ

ェックインのシーケンスをユーザ毎に作成した．得られた個々人のシーケンスに対し，系

列マイニングのアルゴリズムであるPrefixSpanを用いることで典型的なスポットパスを抽

出する実験を行った． 

	 実験の結果から，シーケンスの半数近くは複数のチェックインで構成されていることが

明らかとなった．また，シーケンスに含まれるスポットのカテゴリによってシーケンスの

平均長が異なることが確認でき，チェックインをするスポットのカテゴリによって，ユー

ザの行動パターンに差異が観られた．抽出したスポットパスからは，生活に密着したカテ

ゴリのスポットが多く存在していることが判明した．スポットパスを有向グラフによって

表した結果，その中でもハブとなるスポットの存在を確認することができた． 
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